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１．整備・活用の方針 

（１）整備・活用の目標 

計画の骨格となる「整備・活用の方針」は、都市計画決定時（H14 年度）に設定した「4

つの基本方針」を前提として、計画策定に先立って開催された「21 世紀にふさわしい公園を

考える懇話会」、「県民意見アンケート」等の内容を踏まえ検討を進め、以下のように目標を

設定した。 

 
 

 

●博覧会の理念と成果を継承する都市公園   ●青少年公園の歴史を活かした都市公園 

●新しいニーズに対応した都市公園        ●多様な自然環境を育む都市公園 

  

 

昭和45年の開園以来、多くの県民に親しまれてきた愛知青少年公園は、「愛・地球博」の主

会場を担ったことを契機に、博覧会後、これまでの公園の歴史と博覧会の理念と成果の継承

を基盤として、21世紀にふさわしい広域型の都市公園として新生する。 

新しい公園は、健康で精神的な豊かさと楽しさに満ち、県民と共に成長・進化し続ける 21世紀型

の公園～サスティナブル・パ－ク～ を目指す。 

サスティナブル・パークでは、人々は広大なフィールドに身を置いて心と身体を解放し、

楽しさを体感しながら、家族、仲間、地域、世界、自然、環境などとの関係を再構築し、よ

り良い関係を維持していく。そして、それは自分らしい生き方を大切にし、豊かさを実感で

きる県民生活の実現への取り組みとなるものである。 

整備・活用の目標

4つの基本方針

 
 

・市民協働を実践できる公園  

・幅広い世代の交流の場 

・プレイリーダー・インタープリターの養成、防災教育

の場 

・環境先進県・愛知にふさわしい公園 

・地域資源を活かしながらリラックスし癒される公園 

・パークマネージメント、公園経営に重心を置く 

 

 

＜公園利用イメージ＞            

・自然の中の憩い・交流・気軽な健康づくり 

＜公園の将来像＞ 

・のんびりとくつろぎ憩う公園 

・人にやさしい公園 

＜管理運営への参加＞  

・各種イベントへ協力・「国際交流大都市圏づくり」の

推進 

 

 

懇話会の意見 

県民アンケート結果 

 
 

●テ－マ ： 「自然の叡智」 

・自然の仕組みを学び、地球的課題を克服し、持続

可能な社会を創生 

 

 

＜自然・環境配慮＞ 

・自然と共存、緑豊かな公園 ・自然保全、森づくり 

<ユニバ－サルデザイン> 

・誰にもやさしく魅力ある整備 

･緩いスロ－プなどバリアフリーに配慮 

＜施設＞ 

・運動系、管理・便益系、文化系、野外活動系の施

設要望 

<運営・管理＞ 

・維持管理を安く   ・魅力あるイベント 

・民間やボランティアの運営管理への参加 

＜博覧会継承＞ 

・博覧会施設の活用 

・博覧会ソフト継承や県民参加継続 

博覧会 

パブリックコメント 

 ※「サスティナブル」は「持続可能な」という意味であるが、ここではさらに「県民と共に成長・進化し続け
る公園」といった意味合いを含むものとして捉えている。 

愛知の地域づくり 
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（２）整備・活用の柱と取り組みの視点 

「整備・活用の目標」を実現していくための指針となる「整備・活用の柱」、及び、その具現

化を図るために、地域から世界まで幅広い連携を視野に入れて「取り組みの視点と個別メニ

ュー」を以下のとおり取りまとめた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
地域から世界まで幅広い連携 

 

 

 

楽しく利用、親しまれ、 

安心・安全な暮らしを守り育てる公園 

 

広々とした活動空間の中で､くつろい

だりレクリエーションや健康づくり

の活動の場として県民に楽しく利用、

親しまれるとともに、安心・安全な暮

らしを守り育てる公園を目指す。 

 

 

 

 

環境との共生を学び、 

日常生活につなげる公園 

 

自然とのふれあいや環境学習などに

より環境との共生を学び、地球環境を

各個人で身近に捉え、持続可能な社会

にふさわしい日常生活につなげる公

園を目指す。 

 

 

県民参加と 
多様な交流で成長する公園 

 
県民、企業、近隣の大学、行政などが

パートナーシップにより参加、協力、

触発しあうとともに、多様な交流・体

験を通じて成長していく公園を目指

す。  

 

   

 

 

 

1）子どもから高齢者までみんなに楽しく親し

まれる 

①快適な環境の中で健康づくりスポ－ツやレ

クリエ－ションを楽しむ 

②にぎわいのある公園の中で世代間での交流

を深める 

③地域の伝統文化にふれ、楽しむ  

④地域の魅力ある資源やイベント、情報にふ

れ、楽しむ 

⑤博覧会の成果や最新技術を楽しく学び、活

かす 

 

2）環境と共生し環境学習活動の拠点とする 

①生活環境系、自然環境系を合わせた総合的

な環境学習活動の拠点として楽しく学び、

体験し、実践につなげる 

②環境負荷軽減に配慮する 

③緑の育成と保全を図る  

 

3）広域的な防災活動支援拠点とする 

①中核広域防災活動拠点に必要となる機能を

整備する 

②防災体験・教育の場づくり 

 

4）県民の参加・協働により、みんなで公園を

育てる 

①県民と行政とのパートナーシップによる公

園整備、管理運営への取り組みを推進する 

②県民の協働による各種プログラムを実践す

る 

③県民の協働への情報発信等により、県民の

参加意欲を醸成する 

取り組みの視点と個別メニュー整備・活用の柱 



 

３ 

（３）地域から世界まで幅広い連携 

愛知県の「国際交流大都市圏づくり」の推進に向けて、ＮＰＯや地域等との連携の場とし

て活用を図る。 

 

①魅力あふれる世界の交流舞台づくり 

→ＮＰＯ・市民団体・自治体など地域から世界まで幅広い連携の場として活用 

愛・地球博で世界に「愛知」を発信した本公園は、愛知県における魅力あふれる世界の交

流舞台づくりの場となるよう、ＮＰＯ、市民団体、自治体など地域から世界まで幅広い連携

の場として活用を図っていく。 
 

②活力と魅力ある地域づくり 

→地域観光資源と連携 

本公園の周辺には、文化・歴史・産業等の観光資源が分布しており、公園とそれらとの連

携により地域全体の魅力が高まっていくようにする。また、充実した交通ネットワークやセ

ントレアへのアクセスを活かし、県外の人々に愛知を知ってもらうなどの展開を推進する。 
 

③環境に関する情報発信や教育の場 

ア）環境に関する先端技術紹介、研究発表や教育の場 

→研究機関、企業、教育機関と連携 

企業や研究機関等と連携し、環境に関する先端技術の紹介の場、体験の場、実験の場とし

て公園を活用する。また、近隣大学と連携し教育カリキュラムの場として公園を活用したり、

研究発表の場として広く来園者に研究成果を知ってもらう場として活用してもらう。 
イ） 地域における自然学習や緑化活動、健康・食に関わる環境学習イベントの展開 

→周辺関連機関や他の県営公園等と連携 

公園周辺の自然学習施設（あいち

海上の森センターなど）と地域に関

わる自然学習の情報やプログラムの

連携などにより、自然への理解が地

域全体で深まっていく展開を図る。

また、近接した位置にある愛知県緑

化センターと緑化活動、緑化啓蒙イ

ベント等や植栽管理面で連携したり、

周辺市町村や関連機関等との連携に

より食にかかわるイベントや環境学

習イベントを開催する。 
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２．ゾーニング 

（１）ゾーニング 

公園のゾーニング（空間構成）は、以下の図に示すとおりである。また、各エリアの性

格と主な利用イメージを次頁に示した。 

 

■ゾ－ニング図 
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■各エリアの性格と利用イメ－ジ 
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３．整備内容 

（１）各ゾーンのソフト展開 

公園が一定の目標に向かって成長できるよう、園内で展開されるソフトプログラムについ

て、整備・活用の方針から導かれる共通テーマを設定する。本公園が目指すのは「サスティ

ナブル・パーク」であり、共通テーマとしては、「環境と健康」「参加と交流」の２大テーマ

での展開を進めていく。「環境と健康」は、互いにリンクした深い関係にあり、豊かな県民生

活実現には不可欠なものである。また「参加と交流」は、博覧会の成果そのものであり、県

民と共に成長・進化し続ける公園づくり推進の最大の原動力となるものである。 

各エリアでは、この２大テーマに沿い、多様なプログラムを県民協働により実践していく。

公園管理運営の中心となる「公園マネジメント会議」は、これらを全体的に統括していく。

なお、これらのソフトプログラムは、活動の展開や種類に応じて、公園内から公園外へも広

がりを持つものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■共通テ－マに基づいたプログラムの方針及び運営プログラム例 
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（２）基本計画図 

公園の基本計画図・施設一覧は、以下のとおりである。 
 
 ■基本計画図 
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■施設一覧 



 

９ 

（３）イデアのひろば 

①地球市民交流センター 

 市民参加・交流活動の核、公園管理運営拠点として地球市民交流センターを整備する。 

●基本コンセプト 

 ◆環境をつなぐデザイン 

  ・外部と内部が緩やかに繋がれた明るく開かれた空間 
 ・周辺丘陵地形のアンジュレーションに溶け込む曲線形状 
 ・自然の風や熱（気温）などの変化や動きを活用 
◆大きくてシンプルでロングライフ 

  ・機能にしばられず、多用途な空間構成 
・周囲の景観や環境、施設と調和するシンプルな形状と構造 
◆市場、様々な分野の交流や教育の場として活用  

◆ダイアローグ広場をくみこんだラウンジ 

・市民交流・活動のメインステージとなるラウンジ 
◆木の内部空間 

◆風と森を利用した環境制御としての覆い、博覧会の成果等の展開としてのシステムを検討 

◆市民参加によるデザイン 

 

●配置計画 

交流エリア、スポーツエリア、管理エリアを配置する。 

■建築面積：概ね 10000ｍ2（室内部は 4000ｍ2程度）  ■構造：ＲＣ造またはＳＲＣ造、平屋建て 

■平面図 

 

凡  例 

 室内部 

 屋根付部（半屋外） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

○スポーツエリア

○交流エリア

・ロッカー・シャワー

・トレーニングルーム

・体育館

・多目的室

・体験学習施設

・ダイアローグ広場

○管理エリア

屋内施設一覧表

○スポーツエリア

○交流エリア

・ロッカー・シャワー

・トレーニングルーム

・体育館

・多目的室

・体験学習施設

・ダイアローグ広場

○管理エリア

屋内施設一覧表
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■ダイアローグ広場周辺のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②フレンドシップ広場 

フレンドシップ広場は、市民参加を原動力に世界中の人々との交流が展開された博覧会の

象徴的事業であった「一市町村一国フレンドシップ事業」を後世に伝える広場である。「一市

町村一国フレンドシップ事業」が博覧会を盛り上げ、草の根交流を推進した象徴的な事業で

あることをふまえ、広場のデザインテーマを「一市町村一国フレンドシップ事業」とし、市

民参加によりみんなで創り上げていく。 

 

●構成 

・現況の斜面を活用した樹林地と広場・園路で構成 

◆樹林地  ：記念ゾーンの既存樹林地から東部の既存樹林地へ連続する樹林帯を整備す

ることにより、公園全体の緑のつながりを確保し、大芝生広場を緑で囲む 

◆広場、園路：樹林地内を楽しみながら散策できる園路や、休憩や屋外ワークショップに

利用できる小広場を整備 

●整備手法 

・デザイナー、専門家の参加・指導等による芸術性の高いデザインとする 

・広場、樹林地とも市民参加で時間をかけてつくり上げる 

・樹林整備は、ボランティアの参加のもと、公園内既存樹林であるモンゴリナラ等を実生か

らも育成 

●利用計画 

・市民参加型でさまざまなイベント等を、地球市民交流センターや大芝生広場と連携して開  

 催 

  

美術品展示 

和室（華道、茶道、書道） 

トップライト 
工房 

体験学習施設 
広場 

（環境についての講演会等） 

体育館

会議室

パネル展示 
（博覧会時の楽しい 
思い出風景等） 

休憩所 
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③記念ゾーン 

「記念ゾーン」には、人々の記憶に刻まれた博覧会の記憶を呼び起こし、語り伝え、未来

につなげていくよう「博覧会記念樹の森」と「愛・地球博記念館」を整備する。各施設の

基本概要等は以下のとおりである。 
 

■記念ゾーン平面図 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

●「博覧会記念樹の森」の概要 
 １．規模  面積約1.4ｈａ 
 ２．テーマ   

博覧会参加国から頂いた植樹セレ
モニーの記念樹を植栽し、博覧会
を記念する場所として緑豊かな広
場とする 

●「愛・地球博記念館」の概要 
 １．構造  鉄骨造平屋建て 
   （迎賓館とレセプションホール） 
 ２．規模  延べ面積2,022㎡ 
 ３．テーマ 
  「語り継いでいく愛・地球博のメッセ 

ージ」 
展示コンセプト  
①感動の１８５日をもう一度 

   ②交流の喜びと楽しさを実感する 
   ③博覧会の記憶に新たな１ページを

博覧会記念樹の森

※「愛・地球博記念館」では、展示品の入れ替えなどの管理が必要となる。 

ギャラリー1

愛・地球博記念館 
ギャラリー2

ギャラリー3
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④展示・情報発信機能の方向性 

テーマゾ－ン（地球市民交流センター、フレンドシップ広場）での展示・情報発信機能は、

ＮＰＯなどの活動・交流の場において果たされるものと併せて、公園管理者が果たす常設の

骨格的な展示・情報発信機能を配置する必要がある。テーマゾーン全体としての展示・情報

発信機能の方向性は以下のとおりである。 

 

見て、参加して、楽しく、遊び、学び、交流する場として整備する 
  
●市民（市民・ＮＰＯ・大学・企業・各種研究機関）の交流・情報交換の場 

       ◇持続可能な地球環境に関する市民の意見発表、情報交換の場 
    ◇市民・ＮＰＯ・大学・企業・各種研究機関の連携による各種交流イベント開催 
●地球環境を楽しく学ぶ場、地球環境のための活動の場 
◇来園者がいつ来ても楽しめる常設の骨格的展示 
◇ワークショップ等、市民活動の場 
◇ＥＳＤ※1に基づく活動の一環としての展開の場 
●公園情報の記録、発信 

   ◇公園内やその周辺の様々な資源についての情報の記録、発信 
   ◇市民・ＮＰＯ・企業・各種研究機関による活動の記録、発信 
   ◇博覧会の記録展示や継承事業などについての情報の記録、発信 

   

また、公園管理者が展開する常設の骨格的な展示・情報発信の構成としては、テーマか

ら導かれる以下の内容を基本とする。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【テーマ】 

 
 
◆国際交流 
 
 
◆地球を愛する・知
る 

 
 
◆健康と環境に配慮
した生活 

 
 
◆自然・生命の力に
学ぶ、創造する 

地球環境技術 
・自然のしくみを活用した環境負荷軽減技術の説明、展示、情報発信 
・新エネルギーに関する展示、情報発信 
・大学や企業等と連携し、先進環境技術を展示の場を提供 
・建物で採用した環境技術の実物展示 

地球環境と暮らし 
・地球環境問題が私たちの暮らしと密接に繋がっていることをわかり
やすく発信 
・ＬＯＨＡＳ※2の視点で、生活様式の提案などの情報発信 

持続可能な社会構築の世界での取組み、異文化の相互理解とコミュニケ
ーション 
・各種ＮＰＯとの連携、協力のもと、世界の様々な団体等とネットワー
クを形成し、足元の情報を発信、継承、記録、展示 

・モニターパネルで海外と交流するなど異文化の相互理解の視点での情
報発信 

地域情報の蓄積・発信・継承 
・もりのゾーンなど園内の自然環境情報を発信、継承、記録、展示 
・海上地区とのネットワークになどにより地域の自然環境情報を発信 
・周辺地域の観光資源等の紹介、情報発信 

      【展開のしかけ】 

●アートとしての展示・情報発信 

●環境に対する理解の深化を図るインタープリテーション※3展示 

●モリゾー・キッコロの活用※4 

※1  ＥＳＤ(Educational for Sustainable Development の略) 2002 年に南アフリカ開催ヨハネスブルグサミットで日本の市民
と政府が共同提案し、同年 12 月の第 57 回国連総会で実施が決議された「国連持続可能な開発のための教育」 

※2  ＬＯＨＡＳ（Ｌｉｆｅｓｔｙｌｅｓ ｏｆ Hｅａｌｔｈ ａｎｄ Sｕｓｔａｉｎａｂｉｌｉｔｙの略） 健康で持続可能なライフスタイル 
※3  インタープリテーション：参加者自身の興味を刺激し、関心を引き出し、わかりやすく、楽しく解説するための方法 
※4  モリコロの使用は、愛・地球博の理念との整合性や継承・発展に資するとして財団法人地球産業文化研究所（２００５

年日本国際博覧会協会より権利を継承している団体）が認めたものに限るとされている。(青少年等への環境学習プ
ログラム、愛・地球博の開催を記念する事業など) 
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（４）主なひろばの整備イメージ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◆イデアのひろば   博覧会の理念と成果を引き継いだテーマ（環境、交流）を展開するゾーン。 
市民参加・交流活動拠点となる地球市民交流センターやフレンドシップ広場、愛・地

球博記念館を配置。 

◆大芝生広場・お花畑   大勢の人が参加・交流できる多様なイベントに対応する広く開放的な空間。
県民参加イベント・プログラムの主会場として多目的に活用。 
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◆花の広場   花や緑のまちづくり推進に役立つ緑化技術や、花を生活に取り入れるライフスタイル

提案の場。県民花づくり花壇や、バイオラング技術を活用した垂直花壇、壁面緑化し

た休憩所を配置。 

◆西エントランス広場   こいの池や周辺の樹林からなる地形と温水プール・アイススケート場など
で構成される背景に、水や風の流れをイメージし修景する空間。様々な

交流スペースにも利用できる公園西口のエントランス空間。 
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◆あいちアートスクエア  公園の歴史を活かした彫刻やアート作品を配し、瓦などの県産材を

活用し修景する広場。  

◆キャンプ場      学校教育等の団体向け施設。 
ディキャンプ等のアウトドアレクリエーション空間。 
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（５）県民と行政のパ－トナ－シップによる公園整備と管理運営 

県民と行政とのパートナーシップによる公園整備と管理運営の方針は以下のとおりである。 

 

①様々な段階での県民参加の推進 

本公園では、博覧会の大きな成果である「市民参加・市民協働」を継承し、公園の計画・

設計・整備・管理・運営等の様々な段階において県民参加を推進し、利用者みんなで公園を

育てていく。 

 

②公園マネジメント会議の設置 

本公園に地域の人々や企業、ＮＰＯ、大学等が効果的に関われるよう、各々の役割を考慮

し、県民が互いに関係しながらみんなで公園を育てていく管理運営を進めていくため、県民

と行政のパートナーシップにより構成された「公園マネジメント会議」を設置する。ここで

は公園管理の基本となる管理内容の他、役割分担、市民参加プログラムの検討を行う。 

 

 

コーディネーター

による調整 

企 業 

ボランティ

ア団体 

ＮＰＯ 

大学 
研究機関 

指定 
管理者 

行政 
（愛知県） 

県民 

●公園と連携・協力・活用 
 ・技術・情報・資金面協力 
 ・特色ある研究、教育カリキュラム 
  のフィールドとして活用・連携 

●公園管理 
・法令に基づく管理 
・組織、予算体制等の管理 
・整備、改修 
・関係各課の連携・調整 

  ●公園運営への参加 
       ・各種プログラム、 
         イベント計画運営 
           ・公園維持管理       

●公園の運営管理 

 ・運営管理 
 ・維持管理、改修 
 ・公園情報発信 

具体的内容 ・青文字 

役割 

構成者名 

●赤文字 

 

凡   例 

公園マネジメント会議

 ■公園マネジメント会議の構成者とその役割 
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③ボランティア活動の推進 

公園管理運営について、県民がボランティアとして参加できるシステムを構築する。ボラ

ンティアを公募・養成しボランティア活動が実践されていく中で、活動者自身の発案による

イベントやプログラムの企画運営など、公園管理に公園マネジメント会議を通して自主的に

関わっていくことができるようにする。 

ボランティアは、地域活動への関心が高く、豊かな社会経験を持つシルバ－世代や団塊世

代などを中心に公募・養成し、園内フィ－ルドを、世代間交流の場、自分の特技を生かす活

動の場、生きがいづくりの場として提供する。 

 

④県民が主体的となる管理運営への段階的な発展 

管理運営に関する県民と行政とのパートナーシップは、短期間で構築できるものではなく、

継続的な活動実践のもとに徐々に進めていく。そして将来的には、行政主体による管理運営

から、県民と行政とのパートナーシップによる管理運営へ発展させる。また、パートナーシ

ップは公園内だけでなく、適切な県の関与を図りつつ、外部に向けて発展していくような方

向性を持つようにする。 
段階ごとの取り組み内容は以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

＜運営主体＞ ＜取り組み内容＞ ＜目標＞

・ワークショップ型公園づくり空間の整備によ 
 る計画段階からの県民参加 
・ボランティアの公募・養成・組織作り 
・県民参加の推進を目的とする講演会の実施 
・ＮＰＯ、大学、企業、専門家など公園管理運 
 営に関わってもらう諸団体の参加・協力要請 
・運営プログラム等での活動実践 

・県民の自主的な管理運営プログラムによ 
 る活動実践、情報発信 
・新規ボランティア等の継続的な募集・育成 

 
 
 

基
盤
づ
く
り
期 

将
来
期 

 ・公園での活動

を体験し、継

続的に参加し

てもらう 
 
  （５年間程度） 

 ・行政と県民との

パートナーシップ

による公園管理

運営 
 
  （６年目以降） 

■公園への県民参加のステップ 

発 展 

公園マネジメント会議 

公園管理者（愛知県） 

指定管理者 

ＮＰＯ等 

公園管理者（愛知県） 
指定管理者、大学 
研究機関、企業、ＮＰＯ

県民、ボランティア団体

公園マネジメント会議
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（６）「サスティナブル・パーク」の実現に向けて 

「サスティナブル・パーク」の実現に向けた取り組みを進めるにあたっての留意事項を以

下に整理する。 

 

①県民参加を組み込み、県民とともに成長する管理運営 

●公園マネジメント会議の設置にあたって留意事項 

・マネジメント会議の運営には、コーディネーターが必要不可欠であり、その人材の確保を

行う。 

・マネジメント会議の運営が、その設立趣旨に沿って進められるように学識経験者や専門家

などに助言・指導を頂く仕組みを検討する。 

●施設づくりから、企画運営、維持管理等、様々な場面での県民参加の取り組み 

・県民が計画作りから参加し、県民の意見・アイデアで空間整備を行う場を設ける。 

・地域社会へのかかわりが薄かった団塊の世代の大量定年時代を迎えるため、これら豊富な

知識と社会経験を持つ年代層が、これまでの経験を活かし環境学習や子育て、森づくりな

どの活動に積極的に参加できるような仕組みを検討する。 

●地球市民交流センターを核として、市民ボランティア、ＮＰＯ等の国際的な連携の場とし

て整備・運営 

 

②地域とともに成長する公園 

●周辺市町村や周辺の観光文化施設、公共交通機関等との連携強化のため、観光・イベン 

トなどに関する情報交換の場の設置 

●周辺施設との利用連携や地域イベントとの連携の推進 

・情報交換の場を活用してリニモ沿線観光コースの設定や周辺施設を歩くウォーキング大会

など連携型事業を企画し、地域全体での活性化に向けた取り組みを推進する。 
 

③愛・地球博の理念の継承と発展 

●シンボルとなる地球市民交流センターの整備に当たっての留意事項 

・利用者となるＮＰＯや関係機関などの意向を設計に反映させることや当該施設の事前ＰＲ

の観点から、これらの団体に積極的に情報提供やヒアリングを行う。 

・また、ＰＲ活動の一環として、建設プロセスを見学できる仕組みを検討する。 

・環境をテーマとした展示などの施設整備においては、完成度が高い技術についてはシステ

ムとしてしっかり組み込み、発展過程の先端技術については展示として取り組む。 

●ソフトプログラムの展開 

・博覧会で展開された自然体感プログラムなど、地球環境を意識した日常生活につながるソ

フトプログラムを展開する。 

・プログラムの展開にあたっては、愛・地球博で活躍したＮＰＯやボランティアの人々の経
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験や技術を活かすために、博覧会参加団体などとの情報交換やスタッフとして関わっても

らうなどの仕組みを検討する。 

●公園運営の基本戦略としてモリコロを取り込んだ仕掛けを展開 

・モリゾー、キッコロは、愛・地球博のマスコットキャラクターであり、環境問題に関する

意識啓発の取り組みなど、博覧会の理念を継承・発展させる役割を担っている。このよう

な性格を有し、本公園の愛称（モリコロパーク）ともなっているモリゾー・キッコロを本

公園のキャラクターとして育て活かしていくことを、公園運営の基本戦略とする。 

・この考え方に基づき、例えば「モリコロの森づくり」やサイン計画、イベント、グッズへ

の活用など、環境に配慮した生活につながるメッセージをアピールするキャラクターとし

て積極的に取り入れる。 
●エコマネー制度の推進 

・エコマネー制度の普及を図るため、公園内での環境活動に対してのポイント発行や、還元

メニューの検討を進める。また、将来に向けて、エコマネーセンターの設置を検討する。 

●環境に配慮した交通機関であるリニモの利用促進 

・リニモでの来園が、ＣＯ2の削減など環境に配慮した生活につながっていることを情報発信

し、環境保全の面からリニモ利用の推進を図っていく。また、他機関が実施するリニモ利

用促進策と相互連携を図りながら進めていく。 

●万博の理念に通じる国際的なイベントや交流イベント等の積極的な誘致 

・国際機関やＮＰＯなどが行う国際的なイベントや国際会議などを積極的に誘致していく。

例えば、「国連持続可能な開発のための教育の 10 年」の関連イベントや「上海万博等国際
博に関連する交流イベント」等の誘致が考えられる。 
・県内の地域伝統文化の交流・発表の場として積極的に活用する。 
 

④空間構成・施設計画・管理運営 

●利用と環境保全両面からの設計・整備・運営 

・公園の設計、整備、運営に当たっては、常にお客様の視点を基本に取り組んでいくととも

に、環境保全面から、この公園に生息する動植物への配慮も十分行っていく。 

●幅広い世代の利用に対応した空間の整備 

・ユニバーサルデザインの充実とともに、ガイドボランティアなどによる運営面での対応を

図り、人に優しい公園づくりを推進する。 

●環境に配慮した整備 

・県内の山間地域との連携等により地球市民交流センターなどの建築施設や、休憩施設など

への間伐材やアイクル材の活用等を進める。 

・リサイクルセンターを利用して刈り草や剪定材等の植物廃材を園内の維持管理や整備に積 

極的に活用する。 
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４.災害時における活用 

（１）災害時における活用 

中核広域防災活動拠点である本公園は、災害時において救援部隊（自衛隊等）の活動拠点

として活用されるため、そのための機能が必要となる。そこで、本公園の広場や建物などの

施設は、平常時の一般利用に加え、災害時に必要な防災機能を発揮できるものとして整備を

行う。 
 

 災害時における公園の活用について、中核防災活動拠点として必要となる機能を踏まえ、

以下のように設定した。 

 
■平常時の利用と災害時における活用 

 

 

平常時 

 

災害時 

 

機能 

 

【広域公園】 

・広域レクリエーション需要を充足する

公園 

 

 

◆広域型レクリエーション 

（防災の観点からは、防災体験・教育の

場として活用） 

【中核広域防災活動拠点】 

・全県に及ぶ災害、大都市の災害に対し、全県で

中心となる活動拠点 

(受援及び応援のための集結・集積活動拠点) 

 

◆救援活動拠点 

・救援部隊の防災活動支援機能 

・救援物資の備蓄及び集配機能 

・地球市民交流センター 

（公園管理運営・市民交流の拠点） 

・救援部隊の指揮所 

（救援活動の指揮、関係機関との連絡調整） 

・指揮所勤務要員の宿泊所 

・救援物資の集積・仕分け・配付場等の救援活動

スペース 

・多目的広場、多目的球技場 

・キャンプ場 

（防災体験・教育の場としても活用）

・救援部隊（自衛隊等）の宿泊地・ベースキャン

プ地 

・温水プール・アイススケート場 

・児童総合センター 

・大芝生広場 

・救援物資の集積・仕分け・配付場等の救援活動

スペース 

（輸送ルート・雨水対策に配慮した広場、指揮

所周辺の建築施設を活用） 

・野球場 ・臨時ヘリポート・駐機スポット 

（中型ヘリコプターに対応できる広く平坦な

空間を活用） 

・駐車場 ・救援物資の集積・仕分け・配付場等の救援活動

スペース、通信所 

・輸送車、緊急車両への駐車スペース 

・幹線園路 ・輸送車、緊急車両の通行幅員を確保した輸送園

路 

 

施設 

・備蓄庫 

（災害時の備蓄物資補完倉庫として

配置） 

・備蓄庫 
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救援部隊の指揮所 

指揮所勤務要員の宿泊所

救援物資の集配場 

ヘリポート

救援部隊の宿泊地 

駐車スペース 

通信所 

救援物資の仮置場 

救援物資の集配場等 

備蓄庫 

救援部隊の宿泊地 

救援物資の集配場等 

地球市民交流センター 

輸送動線 

■平常時・災害時における利用イメージ図 

  

●平常時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野球場 

Ｐ 

Ｐ 

Ｐ 

多目的広場 

温水プール 
アイススケート場 

児童総合センター 

多目的球技場

キャンプ場 

大芝生広場 

●平常時における防災面での活用 
・防災体験・教育の場として活用する。 
・防災機関、ＮＰＯ等と連携を図る 
 
【展開メニュー例】 
・地震震度体験（ナマズ号乗車） 
・地震の起きる理由や被災状況の学習プ
ログラム、救援活動・避難生活の知恵
等の紹介・体験イベント 

・地球市民交流センター等に防災関連情
報コーナーを設置 

・キャンプ場を活用して災害時に役立つ
炊き出し体験 等 

【場所】 
・各種広場、キャンプ場、地球市民交流
センター 等 

●災害時 



 

２２ 

 
 
 
 
 
 
 


